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次の生理あるいは病態生理現象の発生する仕組みを生理学的根拠に基づいて、筋道を立てて論理的に説明しなさい。

1. アンジオテンシンⅡ （A受容体刺激作用）が長期間にわたって抵抗血管である細動脈に作用し続けた場合、細動脈
の働きと形態にはどのような変化が生ずると考えられるか説明しなさい。

2. 貧血（anemia）の定義として赤血球数 350万個/mm3以下 and/or ヘモグロビン濃度 9g/dℓ以下が臨床的に使用され

ており、正常値と比較すると男女ともほぼ 3割の余裕が存在していることが知られている。この余裕（遊び）の生ず
る生理学的根拠を説明しなさい。

3. 急性浸出性炎症を示す臨床徴候に炎症局所の発赤、熱感、脈打ち感が知られている。この徴候の生ずる仕組みを説明
しなさい。

4. 初心者に硬式テニスを教えるときに、「1、2、3、· · ·」と声を出しながらボールを打ち返すと良いと指導することが
ある。その生理学的根拠を説明しなさい。

5. 胃酸分泌調節の 3相について説明し、H+/K+ポンプ阻害剤であるオメプラゾールがなぜ消化性潰瘍の治療薬になる

かを説明しなさい。

6. 臨床では、糸球体ろ過量を検査するためにクレアチニンクリアランスの測定を行う。糸球体ろ過量の正常値を示し、
あわせてクレアチニンクリアランスがなぜ糸球体ろ過量の値を近似するかを説明しなさい。


